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議
長
に 

谷 

禎
一 

議
員

  
副
議
長
に 

吉
村 

眞
弓
美 

議
員

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、常
日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
・
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
、
住
み

や
す
い
環
境
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
多
く
の
課
題
に

も
直
面
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
展
や
少
子
化
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
災
害
対
策
な
ど
、
私
た
ち
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

人
　
事

広
陵
町
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
ｂ
ｅ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
〜
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち 

広
陵
〜
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
共
に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
広
陵
町
を
目
指
し
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

臨
時
会
が
、
４
月
15
日
に
招
集

さ
れ
ま
し
た
。

案
件
１
件
等
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
の

役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
町
監
査
委
員
の
選
任

　

町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会
議

員
か
ら

青
木 

義
勝 

議
員（
大
字
南
）を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

副議長
吉村  眞弓美

令和７年

第２回
臨時会

あ
お
き

よ
し
か
つ

議  長
谷  禎 一
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〈主な所管事項〉
行政一般、財政及び他の委員会に
属さない事項を審査

〈主な所管事項〉
社会福祉、保健衛生、労働その他厚生一般に関する事項
及び土木、耕地、都市計画その他建設一般に関する事項
及び商工、観光、上下水道事業に関する事項を審査

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

坂
野　

佳
宏

副
委
員
長　

小
西　

栄
枝

委　
　

員　

八
尾　

春
雄

委　
　

員　

坂
口　

友
良

委　
　

員　

岡
本　

晃
隆

委　
　

員　

青
木　

義
勝

議
員
辞
職
の

 

　
　 

お
知
ら
せ

令
和
７
年
４
月
14
日
付
け
に
て
、

千
北
慎
也
議
員
か
ら
議
員
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、
同
日
付
で
議
長
が

辞
職
を
許
可
し
ま
し
た
。

副委員長
小西　栄枝

委　員
山田　美津代

委員長
河野　伊津美

委　員
青木　義勝

委　員
谷　　禎一

委　員
坂口　友良

委　員
谷内　和昭

常任委員会構成決まる
一定部門の事務に関する調査及び議案、陳情等の審査を行うために、総務文教委員会と厚生建設委員
会の常任委員会があります。また、議会を円滑にするために、議会運営委員会が設置されております。

総務文教委員会

副委員長
小原　　薫

委　員
吉村　眞弓美

委員長
岡本　晃隆

委　員
坂野　佳宏

委　員
笹井　由明

委　員
八尾　春雄

千北　慎也議員

厚生建設委員会
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４月６日かぐや姫ホールで開催された、シ
ンポジウムに参加してきました。
国際 PPP 研究所シニアリサーチパートナ
ーである南学氏の基調講演の後、基本方針説
明、パネルディスカッション、質疑応答があ
りました。
施設を作るなら長期的財政面の考慮と効率
化を図りたい行政側と、生涯学習の場を大切
にして欲しい建て替え要望の方々の質疑応答
は、熱を帯びたものとなりました。
双方の意見について、正否を論じることは
憚られますが、広陵町の未来を見据え今後議
会内でも議論し、適切な判断が出来るように
と、襟を正すシンポジウムとなりました。

広陵町議会だより　129号

議会 News ニュース

　1月23日、斑鳩町議会運営委員が、視察
研修に訪問されました。     
　役場議場にて、担当職員から本町の議会
インターネット録画配信、議会ホームペー
ジ公開後の閲覧方法などについて説明をし
ました。
　その後、実施経費、職員作業内容、メリ
ットなどについて、熱心な意見交換を通じ、
有意義な研修会となりました。

斑鳩町議会運営委員会視察研修受入
３月24日の定例議会後、改修工事が終了し
教育委員会の移転及び「こども家庭センタ
ー」となる、さわやかホール２階を見学しま
した。ケーブルが全て床下になり、すっきり
した印象を受けました。
見学時少し気になった点は工事完了後です

が、私たち議員のほうから改良をお願いした
部分もあります。
より良い、訪れやすい、こども家庭センタ
ー誕生により、０～18歳までのお子様を育て
ていらっしゃる保護者の方々の拠り所となる
ことを期待しています。

さわやかホール2階新装工事完了見学

公共施設マネジメントシンポジウム
（中央公民館再整備基本方針説明会）
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議会報告会
開催しました！
今回の報告会は議員からの基調報告の後、
常任委員会毎に懇談する形態をとり、
町政へのご意見ご要望をいただきました。

基調報告：
①山辺・県北西部広域環境衛生組合に関する取り組み
②平成緊急内水対策事業
③県水道広域化の取り組み
④中央公民館再整備基本方針について
⑤その他　放課後子ども育成教室の現状について

厚生建設委員会
と　　き：令和 7年 2月 10日午後3時30分～午後5時
と こ ろ：役場３階大会議室
懇談団体：広陵町農業委員会
 （松村会長他19名）の皆さま

（いただいたご意見ご要望＝抜粋）
①　農業後継者がいないのが悩みの種だ、　コメを
作っても儲からないのがさらに悩みの種だ

②　農作業に専念したいので選果場を設けてもらいたい。
③　遊休農地を耕作農地に転換するための補助制度を
設けてほしい。

④　町内で生産された小麦を学校給食に活かしてほしい。
なお、上記のご要望は代表して岡本晃隆委員長が3月
議会（3月7日）一般質問で取り上げました。答弁内容を
農業委員会に報告し、議会も今後一緒に取り組んでい
こうと決意しています。

総務文教委員会
と　　き：令和 7年 2月 17日午前 10時～正午
と こ ろ：役場３階大会議室
懇談団体：広陵町PTA連絡協議会
 （眞井会長他9名）の
 皆さま
（いただいたご意見ご要望）
子育てに関するたくさんのご要望をいただきました。
その中でも、下記のご要望は議会終了後、議長名で要望
書として町長に提出しました。
①　妊娠から子育ての相談窓口の利便性向上と積極的
な情報提供

②　5歳児健診の実施
③　診断を受けることへのハードルを下げること
④　障がいを持つ母親への支援の充実
⑤　夏休み中の部活動での自転車通学の許可
⑥　担任の先生との連携強化（不登校支援）
⑦　地域人材の確保と地域の大人の関わりの重要性
⑧　加配教員不足の解消
⑨　待機児童問題の解決
⑩　兄弟姉妹が同じ園に通えるようにすること
また、議案第30号「子ども・子育て支援事業計画」でも
関連事項について町に対して質疑し、答弁をいただい
ております。

議会だよりアンケートへのご協力、
ありがとうございました

令和７年３月４日～２１日の期間に、
町公式 LINEやホームページによるオンライン
住民アンケートを実施しました。

回答には、340人もの方にご協力いただき、
さまざまなご意見をいただくことができました。
ありがとうございました。

アンケート結果については、
町ホームページをご覧ください。



名前
は『安心が来るくる車いす』から

…

広陵町社会福祉協議会にある15台
の車いすの定期点検や、修理を行っ
ています。
様々な理由で車いすを利用される方々の世界を広げて

くれる大切な乗り物。
高齢者施設で勤務していた時に、経年劣化していく車い

すの簡単な修理はしていましたが、より確実な整備と修理
ができるようにと、平成28年にJASPECの「車いす安全整
備士」の資格を取得しました。
お世話になった社会への恩返しと思い、ボランティアに
て無報酬でしています。

修理の時は、使わなくなった車いすの部
品等を利用していますが、どうしてもない
場合、部品の実費を伝えて修理するか、し
ないかの判断をお願いしています。
車いすの部品は一般的なホームセン

ターには置いていないうえ、高いので、
JASPECや製造メーカー、問屋と連携をし
ながら、出来る限り価格を抑えられるよう
にしています。

車いすには『介助用』と『自走用』があります。
どちらを利用する場合でも、適切で確実な整備は必要です。
また、初めて車いすを利用される方に【乗せ方】【乗せてもらい方】
【乗り方】の講習を開催させていただいたこともあります。
広陵町立図書館で、毎月第３日曜日『おもちゃの病院』も開催させていた
だいています。10時～15時まで（修理の申し込みは14時まで）

ヒールマーク（タイヤ痕）が
残らないように。
ただ、黒のタイヤと違って
日光に弱く、劣化が早い。

自己所有の車いすも点検します。（要部品代）
必要な時に、思い出していただけるとありがたいです。よろしくお願いします。

『あんくる工房』  代表　岡本全央 連絡先：広陵町社会福祉協議会（さわかやホール１階）
ＴＥＬ：0745-55-8300
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あんくる工房さん

今回は

町内で活動している団体やサークル
を紹介します。（活動団体は、営利活
動を目的としない公共性・公益性が
高いボランティア的な団体を掲載し
ています）

地域の第27回

つながり

今回、お話を聞かせていただいた３人
(左から)岩越さん 代表：岡本さん 植村さん

※JASPEC【日本福祉用具評価センター】

タイヤはなぜ
　　  グレー？

Q

A
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7

みんなのために
どう使う？

令和７年度 一般会計予算 総額

１６３億１,０００万円

令和７年度 特別会計予算 総額

92億7,592万円

予算審査
特別委員会

３月１７日(月)に   一般会計
３月１８日(火)に 

特別会計・事業会計

可決すべきものと決しました
の審査を行い

一般会計は
『自治体全体の基本的な活動に使うお金』

特別会計・事業会計は
『特定の事業や目的のために分けて管理するお金』

委員　青木義勝 委員　山田美津代 委員　吉村眞弓美

委員　千北慎也

委員　笹井由明

委員長　坂野佳宏 副委員長　岡本晃隆

委員会
メンバー

一般会計
歳入内訳

一般会計
歳出内訳

町税（26.8%）

町民税、固定資産税、
軽自動車税、町たばこ税など

地方交付税（20.8%）

国庫支出金（19.1%）

県支出金（9.5%）

町債（4.5%）

その他（19.3%）

民生費（39.7%）

子育て支援、高齢者福祉等

土木費（9.2%）

インフラ整備
公園整備等

衛生費（9.2%）

ごみ収集
健康診断実施等

消防費（3.1%）

消防団運営
消防車整備等

その他（2.5%）

災害復旧費
議会費等

教育費（11.4%）

学校運営、図書館等の管理等

総務費（16.9%）

役場の運営、広報誌の作成等

農商工費（1.7%）

農商業補助、観光振興等

公債費（6.3%）

大型事業借入金の返済等
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主な主な主な主な 【問】起債に係る交付税算入につい
ては、補填される額は事業ごと
に明示があると思うが。

【答】事業を行う場合、それぞれの起
債のメニューにより率が異なるので、
交付税算入の多い起債を判断し、
充てている。

【問】公共交通事業として、
令和６年度から実施され
評判の良かった「妊産婦
タクシーチケット」につ
いてどのように考えてい
るのか。

【答】昨年の10月から今年の
3月31日まで実証実験中
であり、県の補助もいただ
き、しっかり利用者分析を
行う。今後、補助する運賃
の割合について、アンケー
ト等も実施したい。

【問】自治基本条例の展開に向けてアクションが進ん
でいないように思うが、見解は。

【答】まちづくりを自分事としてとらえていただくのが大
事であり、少しずつではあるが取り組んでいる。

　総務費 【問】放課後子ども育成教室につ
いては、安全安心なクラブ運
営ができるよう協議し、子ど
も、保護者、業者の３者が一体
的に取り組む必要があると思
うが、見識は。

【答】今年の４月から、４クラブを新
たに委託する準備を現在進めて
いるところである。保護者の方に
も何回か説明会を行い、今後も
円滑に保護者、指導員に納得い
ただけるよう進めていく。

【問】ベビーシッター助成金事業について、人材の確
保、安全の確認については。

【答】県の補助金要綱が決まり次第、町からも負担し、事
業を進めていきたい。また、派遣に際し、良好な会社
を選定する。

歳
入

【問】リレーセンター広陵跡地利
活用検討会議委員のメンバー
について、若者の構成員の考え
は。

【答】構成員は、若者を含め、20名
を予定しており、ワークショップ
などを行い、地域にとって望まれ
る施設を設置したいと考えてい
る。

　衛生費
【問】百済中央線バイパス整備事
業について、供用開始年度の目
処は立っているのか。

【答】事業が開始されて、10数年経
過しており、当初事業費６億円を
上回る見込みである。供用見込み
については、一部、用地未買収地
もあるが、なるべく早く実現でき
るように努力する。

　土木費
【問】中学生のクラブ活動について
は、地域移行を検討されている
が、町の考えは。

【答】令和７年度に１年間かけ実証を
含め行う。「総合型地域スポーツク
ラブ」に、生徒も教員も登録して、教
員はスポーツクラブから指導者とし
て派遣し、生徒はクラブ員として活
動を行っていけるように考えている。

　教育費

【問】農業塾を開催している
が、後継者を育成されて
いるのか。今何名おられ
て、そのうち何人が営農
に就かれるのか。

【答】 13名が受講されていて、実際に営農に就かれる方
は２名程度である。また、今年は大学生が２名参加
されている。

【問】奈良県防災行政通信
ネットワーク衛星回線等
再整備について、どのよ
うな事業なのか。

【答】県内の39市町村で使用している防災無線の老朽
化により、今回入れ替えるものである。なお、全体の
総事業費は、約８億８，６００万円で、町の負担は、
１，０３４万５，０００円である。

　民生費

　農商工費 　消防費

質問
歳
出

歳
出

歳
出 歳

出

歳
出

歳
出

歳
出

　総務費

　衛生費 　土木費 　教育費

　民生費

　農商工費 　消防費
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【問】認知症初期集中支援
チーム設置連携委託料
について、チームが設置
されどのような事業展開
となるのか。

【答】認知症初期集中支援チームについては、「ハートラ
ンドしぎさん」に委託している。前年度は、認知症初
期集中支援チームと「ハートランドしぎさん」に加
え、人件費として委託する部分を計上していた。現
在、地域包括支援センターの会計年度職員にて賄う
ため、減額となっている。

介護保険特別会計

【問】学校給食改定に伴う補助事業とあるが、事業
の課題と改善内容で「今後給食費の値上げを
計画することを検討する」とあるが、現行の月額
４，６００円以上となる計画なのか。

【答】物価高騰により、賄材料費が増加することか
ら、給食費において保護者負担をどれだけ求め
るのか、町としてどれだけ補助をするのかという
点については十分な検討をしていきたい。

学校給食特別会計

【問】特定健診は、集団検診
時にがん検診と同時受診
できる体制が取られてい
るが、土日開催は可能か。

【答】７年度においては業者
の配車の都合もあり、特
定健診とがん検診の土日
開催はできないが、今後
実現に向けて考えていき
たい。

国民健康保険特別会計

【問】子ども・子育て支援
金制度に係るシステム
改修委託料は令和８年
度からという説明を受
けた。高額療養費の引
き上げの凍結をされた
ことによる影響は。

【答】高額療養費分はこの
子ども・子育て支援金
システム改修には含ま
れていない。高額療養
費については、国の動
向により対応していき
たい。

後期高齢者医療特別会計

【問】墓地会計においては、
収支均衡であるものと
思うが、管理料が高く、収
益の方が上回っているの
では。

【答】合葬墓の周辺にある空き地は町が借金をしてい
る。近年、墓じまいが増えてくれば一般財源から繰り
入れする方法が良いのか、また管理料をそのままに
しておくべきかという議論が必要となってくると感じ
ている。

墓地事業特別会計
【問】奈良県で陥没するよう
な大きな下水管は存在し
ないことを以前に説明を
受けたが、老朽化による
点検が必要では。

【答】広陵町の下水道管延長が195㎞あり、その内約４
割の80㎞がヒューム管という損耗の疑いがある管で
ある。現在このヒューム管をカメラ調査しており、約
10年スパンで計画を進め、管の長寿命化を図ってい
るところである。

下水道事業会計

特別
会計

特別
会計

特別
会計

特別
会計

特別
会計

事業
会計

委員から出た
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令和7年第1回臨時会（令和７年２月５日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案第１号 広陵町議会議員の議員報酬等に関する条例の一
部を改正することについて

人事院勧告に準じ、令和 6 年 12 月分期末手当の支給率を1.7 月分
→1.75 月分に引上げ、翌年 6 月及び 12 月支給率を1.725 月分に平準化

議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正することについて

人事院勧告に準じ、令和 6 年 12 月分期末手当の支給率を1.55 月分
→1.6 月分に引上げ、翌年 6 月及び 12 月支給率を1.575 月分に平準化

議案第３号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関
する条例の一部を改正することについて

人事院勧告に準じ、令和 6 年 12 月分期末手当の支給率を1.625 月分
→ 1.675 月分に引上げ翌年 6 月及び 12 月支給率を1.65 月分に平準化

議案第４号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
ることについて

人事院勧告に準じ、若年層を重点に給料表の見直し令和 6 年 12 月
分期末手当の支給率を1.225 月分→ 1.275 月分に引上げるなど、そ
の他の手当等についても改正

議案第５号 一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部
を改正することについて

人事院勧告に準じ、特定任期付職員の給 料表において、月額
12,000 円から19,000 円の範囲内で引上げ、令和 7 年度より勤勉
手当を支給

議案第６号 広陵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部を改正することについて

人事院勧告に準じ、若年層を重点に給料表の見直し、地域手当の支
給割合を 4％に引き下げるもので段階的に実施

議案第７号 令和６年度広陵町一般会計補正予算（第１０号）
歳入歳出それぞれ 1 億 6,509 万 5 千円を追加
地域振興券事業（子育て世帯応援型1,584万5千円）（全世帯型4,941
万 2 千円）その他エネルギー支援金支給事業 2,103 万 3 千円等

議案第８号 赤部２６号線横断歩道橋上部工整備工事に係る
請負契約の締結について

14 者による指名競争入札
契約金額　2 億 1,031 万 100 円　（税込）

議案第９号 古寺川調整池整備工事（５工区）に係る請負契約
の変更について

完了日を「令和 7 年 2 月 28 日まで」から「令和 7 年 6 月 30 日まで」
に変更し、約 4 カ月の工事延長をするもの

令和7年第1回定例会（令和７年３月４日～３月２４日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

報告第１号 町道の管理の瑕疵に基づく損害賠償額の決定に係
る専決処分の報告について

本件事故による本町の過失割合を10 割として 12,950 円を加入保険
により補償

報告第２号

広陵町行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及
び広陵町税条例の一部を改正する条例の専決処
分の報告について

デジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律が公布されたこと
から、行政手続における特定の個人識別するための番号の利用等に
関する法律について条項ずれが生じることから所要の改正を行う

報告第３号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の専決処分の報告について

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関す
る法律が改正されたことに伴い、引用条項の整理を行う

報告第４号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の専決処分の報告について

再犯防止対策の観点から、刑法等一部改正法において、懲役及び
禁錮が廃止され、新たな自由刑である拘禁刑に一本化されることを
受け、所要の改正を行う

報告第５号 令和６年度広陵町一般会計補正予算（第９号）の
専決処分の報告について

歳入歳出それぞれ 1 億 1,035 万円を追加
物価高騰対応重点支援給付金事業（住民税非課税世帯）

報告第６号 令和７年度広陵町土地開発公社事業計画及び予
算の報告について 令和 7 年度事業計画及び予算の報告

議案第１０号 広陵町公共施設等整備基金条例の制定について
公共施設等の整備について、計画的かつ安定的に推進する目的で資
金の積立てを行うことを目的として広陵町公共施設等整備基金を設
置するため所要の規定整備を行う

議案第１１号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正することについて

男女とも仕事と育児・介護を両立できるように育児期の柔軟な働き方
を実現するための措置を拡充するため人事院規則が改正されたことに
準じ、時間外勤務の免除の対象となる職員の範囲の拡大、仕事と介
護の両立支援制度に関する周知の強化等、所要の改正を行う

議案第１２号 職員の旅費に関する条例の一部を改正することに
ついて

国家公務員の旅費の改正が実施されることに準じ、特別職で常勤の
職員についても、職員の旅費に関する条例の規定の対象とするなど
所要の改正を行う



広陵町議会だより　129 号

11

議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案第１３号 広陵町国民健康保険税条例の一部を改正するこ
とについて

県において令和 7 年度から県内全ての市町村で統一的に課税限度額
を、現行の 22 万円から 24 万円に引上げられることによる

議案第１４号 広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の
一部を改正することについて

広域環境衛生組合のごみ処理施設が本稼働することから、組合規定
により一般廃棄物処理手数料の対象から小型家電ごみを除外する

議案第１５号 広陵町消防団員等公務災害補償条例の一部を改
正することについて

一般職の職員の給与に関する法律が改正されることに伴い、消防作
業従事者等の補償基礎額の引上げ等、所要の改正を行う

議案第１６号 広陵町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部を改正することについて

非常勤消防団員退職報奨金に係る勤続年数区分に新たに「35 年以
上」の区分を追加する

議案第１７号 広陵町水道事業及び下水道事業の設置等に関す
る条例の一部を改正することについて

安全で安心な水道水を将来にわたって持続的に供給するため、県と
26 市町村による奈良県広域水道企業団が設置され、令和 7 年 4 月
からの県域水道一本化による事業開始に伴い、所要の改正を行う

議案第１８号 広陵町下水道条例の一部を改正することについて

公共下水道又は流域下水道からの放流水に含まれる大腸菌群数に係
る基準において、今般簡便な大腸菌の培養技術が確立されたことに
より、大腸菌群数より正確な指標である大腸菌数の測定が可能となっ
たことから当該基準が改正され、所要の改正を行う

議案第１９号 広陵町ふるさと基金条例の廃止について

地域づくりのソフト事業の財源として平成 2 年度から平成 10 年度ま
で普通交付税により措置され基金に積立てをし、一部を取崩しして
きたが、今年度に基金残額の全額を取崩すことになり、一定の目的
を達成したことから廃止する

議案第２０号 令和６年度広陵町一般会計補正予算（第１１号）

歳入歳出それぞれ 4 億 2,199 万 4 千円を減額
心身障がい者福祉費、保育園委託料、認定こども園新設事業、百済
川向地区農地整備事業、基金積立金等 1 億 7,538 万 5 千円追加、
その他事業執行残、不用額等 5 億 9,737 万 5 千円減額

議案第２１号 令和６年度広陵町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 後期高齢者医療広域連合納付金 177 万 1 千円追加

議案第２２号 令和７年度広陵町一般会計予算

令和 7 年度各会計予算可決
（詳細は、7～ 9 ページを参照）

議案第２３号 令和７年度広陵町国民健康保険特別会計予算

議案第２４号 令和７年度広陵町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２５号 令和７年度広陵町介護保険特別会計予算

議案第２６号 令和７年度広陵町墓地事業特別会計予算

議案第２７号 令和７年度広陵町学校給食特別会計予算

議案第２８号 令和７年度広陵町下水道事業会計予算

議案第２９号
箸尾準工業地区道路整備事業第２期工事及び河
川事業の受委託に関する広陵町土地開発公社との
協定の変更について

現協定書による道路整備事業第 2 期工事 2 億円を1 億 5,906 万
603 円に減額し、変更協定を締結する

議案第３０号 広陵町子ども・子育て支援事業計画（第３期）を
定めることについて

議会基本条例第 10 条第 1 項第 3 号の規定に基づき「広陵町子ども・
子育て支援事業計画 ( 第３期 )」（令和 7 年度～令和 11 年度）につ
いて議決を求める

議案第３１号 奈良県広域水道企業団設立準備協議会の廃止に
関する協議について

県と 26 市町村による奈良県広域水道企業団が設置され、令和 7 年
4 月からの県域水道一本化による事業開始に伴い、企業団設立準備
協議会を廃止することについて議決を求める

議案第３２号 馬見川調整池整備工事（４工区）に係る請負契約
の締結について

JV 応札 8 者による一般競争入札
契約金額　9,730 万 1,600 円　（税込）

議員提出議案 
第１号 予算審査特別委員会設置に関する決議について 予算審査のため７名で委員会を設置する

議員提出議案 
第２号

広陵町議会の個人情報の保護に関する条例の一
部を改正することについて

県域水道一本化、さらには刑法等一部改正により、本条例の文言整
理を行う

議員提出議案 
第３号 高額療養費制度の維持を求める意見書について 高額療養費の負担上限額の引上げを中止し現行制度の維持を求める
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令和 7 年 2 月臨時会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案

河
野
伊
津
美

八
尾
春
雄

谷
内　

和
昭

小

原　

薫

坂
口　

友
良

千
北
慎
也

岡
本
晃
隆

小
西　

栄
枝

笹
井
由
明

谷　

禎

一

坂
野
佳
宏

青
木
義
勝

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

議決結果

議案第１号 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ × ○ 原案可決
議案第２号 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第３号 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

令和 7 年 3 月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議案第１３号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ × ○ 原案可決
議案第２０号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第２２号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第２３号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第２４号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第２５号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第２７号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第３０号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議員提出議案第３号 × ○ × × ○ × × × × × ○ ○ × 否決

議
案
第
13
号
広
陵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

反対

22
万
円
の
限
度
額
を
24
万
円
に
引
き
上
げ
、
負
担
す
る

保
険
税
の
増
税
を
も
く
ろ
む
と
い
う
の
が
こ
の
議
案
だ
。

高
い
国
保
税
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
も
の
だ
。

限
度
額
を
22
万
か
ら
24
万
に
引
き
上
げ
１
１
１
世
帯

２
０
０
万
近
く
の
町
民
負
担
が
生
じ
る
た
め
反
対
と
す

る
。

賛成
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
は
低
所
得
層
が
大
き
な
割

合
を
占
め
、
税
収
の
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
負
担

の
上
限
を
引
き
上
げ
ず
に
必
要
な
保
険
税
を
確
保
す
る
に

は
、
税
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
上
限
を
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
所
得
層
に
よ
り
多
く
の
負
担
と
な

る
が
、
中
間
所
得
層
に
配
慮
し
た
保
険
税
の
設
定
が
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
20
号
令
和
６
年
度
広
陵
町
一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
11
号
）

反対

中
央
公
民
館
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
に
つ
き
、
町
は
11

月
9
日
に
公
民
館
育
成
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
説
明
し
た

が
、
建
て
替
え
と
は
異
な
る
機
能
移
転
再
編
で
あ
る
こ
と

に
少
な
く
な
い
方
か
ら
抗
議
の
声
が
発
せ
ら
れ
て
お
り
、

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
公
民
館

条
例
で
公
民
館
を
置
く
と
決
め
て
い
る
の
に
公
民
館
を
な

く
そ
う
と
す
る
の
は
無
理
だ
。

賛成
中
央
公
民
館
が
閉
館
さ
れ
る
と
い
う
計
画
に
よ
り
、
育

成
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
つ
い
て
も
、
利
用
に
空
白
期
間
が
生

じ
る
こ
と
は
大
変
だ
と
思
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
ム
ー

ズ
に
中
央
公
民
館
整
備
事
業
の
予
算
を
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
へ
の
説
明
会
も

複
数
回
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ

の
こ
と
を
担
保
と
し
て
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
１
号
広
陵
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

反対

議
員
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
は
、
物
価
高
騰
で
生
活
が

大
変
な
中
、
町
民
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で

反
対
と
す
る
。

賛成
本
条
例
改
正
案
の
対
象
者
は
議
員
で
あ
り
、
当
事
者
で

は
あ
る
が
、
合
理
的
な
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
こ
と
は

議
員
職
を
選
択
す
る
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
で
あ
り
、
理

解
を
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
た
め
、
本
議
案
に
賛
成
と

す
る
。

議
案
第
２
号
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

反対

特
別
職
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
は
、
物
価
高
騰
で
生
活

が
大
変
な
中
、
町
民
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
う
の

で
反
対
と
す
る
。

賛成
人
事
院
勧
告
の
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
し
た
適
正
な

勧
告
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
町
長
等
も
不
適
切
事
案
の
際

は
減
額
し
て
い
る
の
で
、
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
３
号
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

反対

議
案
第
２
号
と
同
じ
趣
旨
で
反
対
。

賛成
人
事
院
勧
告
は
、
経
済
情
勢
お
よ
び
雇
用
情
勢
等
を
総

合
的
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
民
間
給
与
と
の
均
衡
を

図
る
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

情
勢
適
応
の
原
則
か
ら
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
た
め
、理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
、

本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。
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議
案
第
22
号
令
和
７
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
予
算

反対

自
衛
隊
に
保
護
者
や
本
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
な
く
18

歳
と
22
歳
の
個
人
情
報
を
紙
媒
体
で
渡
し
て
い
る
。

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
過
密
状
態
へ
の
解
消
が
図
ら

れ
て
い
な
い
。

町
営
住
宅
の
老
朽
化
へ
の
対
策
が
取
ら
れ
な
い
。

中
央
公
民
館
建
て
替
え
の
要
望
を
聞
く
姿
勢
が
な
い
。

賛成

本
年
度
予
算
は
、
町
長
改
選
期
で
も
あ
り
、
骨
格
予
算

を
基
本
と
し
て
い
る
。
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
豊

か
な
町
、
安
全
な
町
、
元
気
な
町
を
重
点
項
目
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
に
関
わ
る
事
業
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
の
継
続
事
業
、
ま
た
、
幼
保
一
体
型
の
保
育
・
教
育

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
し
た
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
重
点
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
23
号
令
和
７
年
度
広
陵
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

反対

国
保
税
の
高
騰
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
独
自
の
減
免
制
度
が
あ
っ
た
の
に
、
国
保
の

県
単
位
化
で
こ
れ
を
廃
止
し
て
い
る
。
ま
た
子
ど
も
の
均

等
割
は
子
育
て
支
援
の
方
針
に
も
反
す
る
も
の
で
廃
止
す

る
の
が
相
当
だ
。

ま
た
、
保
険
証
の
廃
止
で
不
安
と
混
乱
を
も
た
ら
す
懸

念
は
払
拭
で
き
て
い
な
い
。

住
民
の
願
い
は
「
払
え
る
国
保
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
だ
。

賛成
特
定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
等
、
医
療
費
の
増
加
を
抑

制
す
る
た
め
の
施
策
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
国
民
健
康
保
険
制
度

を
持
続
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
の
で

賛
成
と
す
る
。

議
案
第
24
号
令
和
７
年
度
広
陵
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

反対

75
歳
以
上
の
年
齢
で
囲
い
込
み
2
年
ご
と
に
保
険
料
も

上
が
る
こ
の
制
度
自
体
反
対
。
ま
た
子
ど
も
子
育
て
支
援

金
を
２
０
２
６
年
度
に
向
け
て
高
齢
者
な
ど
の
医
療
保
険

に
上
乗
せ
す
る
計
画
は
許
せ
な
い
。

賛成
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
の
負
担
を

明
確
化
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、

平
成
20
年
４
月
に
創
設
さ
れ
、
国
民
の
間
で
定
着
し
て
い

る
。
今
後
も
法
に
従
っ
て
確
実
に
住
民
の
保
険
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
が
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
使
命
で
あ
り
、

本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
25
号
令
和
７
年
度
広
陵
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算

反対

こ
の
制
度
が
出
来
て
25
年
が
経
過
し
た
が
掛
金
は
当
初

の
3
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
そ
の
後
の
改
悪

で
、
負
担
を
家
族
に
押
し
戻
し
た
り
高
齢
者
の
貯
蓄
を
自

費
サ
ー
ビ
ス
で
放
出
さ
せ
る
方
向
が
強
ま
っ
た
。

ま
た
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
全
国

で
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
所
が
全
く
な
い
自
治

体
が
１
０
７
町
村
に
な
っ
た
。
国
負
担
比
率
を
高
め
て
改

善
す
る
よ
う
国
や
県
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

賛成
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
、
認
知
症
初
期
集
中
支

援
事
業
の
継
続
と
強
化
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
の
連
携
強

化
で
10
名
以
上
が
医
療
に
繋
が
っ
た
。
総
合
相
談
と
し
て
、

年
間
約
１
，
８
０
０
件
の
対
応
を
行
い
、
専
門
職
に
よ
る

相
談
窓
口
設
置
も
評
価
で
き
る
。
よ
っ
て
、
本
議
案
に
賛

成
と
す
る
。

議
案
第
27
号
令
和
７
年
度
広
陵
町
学
校
給
食
特
別
会
計
予

算

反対
給
食
費
無
償
に
国
が
踏
み
切
る
か
と
様
子
を
見
て
い
た
が
実

現
が
さ
れ
な
い
。
物
価
高
騰
で
子
育
て
世
代
の
生
活
は
大
変
な
中

町
独
自
で
無
償
化
に
踏
み
切
り
充
実
し
た
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
が
さ
ら
な
る
値
上
げ
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
反
対
と

す
る
。

賛成
学
校
給
食
は
、
子
ど
も
の
命
と
成
長
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ

る
。
諸
物
価
高
騰
に
よ
り
給
食
費
も
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
及
び
値
上
げ
分
の
公
費
負

担
に
よ
り
、保
護
者
負
担
の
軽
減
に
で
き
る
限
り
対
応
し
て
い
る
。

議
案
第
30
号
広
陵
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

（
第
３
期
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

反対

１
０
４
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
部
の
計
画
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
１
，
１
０
０
万
円
で
委
託
し
て
作
成
し
て
も
ら
っ
た

と
説
明
が
あ
っ
た
が
、職
員
は
一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
。

質
問
も
し
た
が
要
領
を
得
な
い
。
待
機
児
童
の
こ
と
や
放

課
後
子
ど
も
育
成
教
室
の
こ
と
な
ど
解
決
を
迫
ら
れ
て
い

る
問
題
に
道
筋
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
公
務
労
働
の
基
本

に
照
ら
し
て
残
念
な
こ
と
だ
。

賛成
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、
子
育
て
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
国
は
「
こ
ど
も
基
本
法
」
を
施

行
し
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
本
計
画
は
、
基
本
法
後
の
策
定
で
あ
り
、
子
ど
も

の
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。
来
年
度
の
「
こ
ど
も

計
画
」
と
連
携
し
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
る
取
り
組

み
を
期
待
し
、
本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

議
員
提
出
議
案

第
3
号

高
額
療
養
費
制
度
の
維
持
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

反対

国
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
負
担
上
限
額

の
引
き
上
げ
を
行
う
の
か
、
と
い
う
議
論
で
あ
り
、
制
度

自
体
を
維
持
す
る
た
め
の
議
論
で
あ
る
。
意
見
書
の
要
望

内
容
が
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
反
対
と
す

る
。高

額
療
養
費
の
負
担
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
見
送
ら
れ

た
こ
と
で
、
新
年
度
予
算
案
を
修
正
す
る
こ
と
で
調
整
中

で
あ
る
。
そ
の
後
も
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
で

維
持
さ
れ
る
も
の
で
、
制
度
自
体
の
改
正
も
な
く
維
持
を

求
め
る
意
見
書
は
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
現

段
階
に
お
い
て
、「
改
悪
」
な
ど
と
判
断
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
本
意
見
書
に
反
対
と
す
る
。

賛成
特
定
疾
病
、
指
定
難
病
で
妻
も
人
工
透
析
を
受
け
て
い

た
。高

額
療
養
費
の
特
例
で
給
付
を
受
け
、
自
己
負
担
が
少

額
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
多
い
の
で
受
け
る
立

場
と
な
れ
ば
、
不
可
欠
な
制
度
で
、
応
分
の
負
担
は
当
然

だ
が
、
国
の
更
な
る
助
成
を
求
め
て
、
賛
成
と
す
る
。

経
団
連
会
長
な
ど
も
社
会
保
障
制
度
が
財
政
上
の
危
機

だ
と
し
て
こ
の
高
額
療
養
費
制
度
見
直
し
が
必
要
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
て
負
担
増
を
白
紙
撤
回
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
全
癌
連
は
秋
の
検
討
で
案
が
出
て
一
気
に
決
め

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
心
配
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
事
が
大
事
な
の
で
賛
成

と
す
る
。
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　第１回定例会（３月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託され
た１６件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その
主な内容と結果をお知らせします。

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
10
号

広
陵
町
公
共
施
設
等
整

備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
問

毎
年
積
立
額
を
決
め
て
い
く
の

か
。

回
答

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
か
ら

積
み
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
土

地
開
発
公
社
か
ら
の
返
還
金
が
７
億

円
あ
る
の
で
積
み
立
て
、
毎
年
1
億

数
千
万
円
積
み
立
て
て
、
10
年
で
約

20
億
円
積
み
立
て
で
き
る
よ
う
に
目

指
す
。

質
問

こ
の
基
金
の
積
み
立
て
は
、
役

場
庁
舎
や
公
民
館
を
建
て
替
え
す
る

た
め
の
基
金
か
。

回
答

庁
舎
、
公
民
館
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
、
公
用
施
設
が
大
変
劣

化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
整
備
に
向

け
た
資
金
に
充
て
る
た
め
積
み
立
て

る
も
の
で
あ
る
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
11
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問

研
修
実
施
や
相
談
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答

毎
年
正
規
職
員
の
た
め
の
両
立

支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
全

庁
的
に
周
知
し
、
理
解
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
両

立
支
援
の
研
修
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
く
。

質
問

相
談
先
は
あ
る
の
か
。

回
答

最
終
的
に
は
、
直
接
の
上
司
に

相
談
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
前

の
、
制
度
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
秘

書
人
事
課
に
問
い
合
わ
せ
し
て
い
た

だ
き
、
直
接
上
司
に
相
談
し
に
く
い

場
合
は
、
間
に
入
り
説
明
を
行
う
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
12
号

職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
15
号

広
陵
町
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
16
号

広
陵
町
非
常
勤
消
防
団

員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
19
号

広
陵
町
ふ
る
さ
と
基
金

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
20
号

令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

質
問

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
訪
問
支

援
事
業
で
、
１
０
４
万
６
，
０
０
０

円
を
減
額
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し

て
か
。

回
答

対
象
の
児
童
生
徒
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
不
用
額
と
し
て
減
額
し
た
。

ま
た
、
こ
の
訪
問
に
よ
り
、
１
人
の

児
童
が
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。

質
問

中
区
公
民
館
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

回
答

入
札
に
よ
り
業
者
が
決
定
し
、

基
準
点
の
測
量
な
ど
は
年
度
内
に
は

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
地
質
調
査

関
係
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
進

行
中
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
事
業
が

完
了
し
な
い
こ
と
か
ら
繰
越
明
許
と

し
て
計
上
し
た
。

質
問

保
育
園
の
委
託
料
が
増
額
さ
れ

て
い
る
が
、
保
育
園
の
処
遇
改
善
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
に
充

て
る
も
の
な
の
か
。

回
答

人
件
費
や
光
熱
水
費
な
ど
が
高

騰
し
た
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
29
号

箸
尾
準
工
業
地
区
道
路

整
備
事
業
第
２
期
工
事
及
び
河
川
事
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業
の
受
委
託
に
関
す
る
広
陵
町
土
地

開
発
公
社
と
の
協
定
の
変
更
に
つ
い

て
質
問

受
委
託
の
関
係
で
変
更
が
生
じ

た
場
合
、
毎
回
こ
の
よ
う
な
変
更
手

続
き
を
行
う
の
か
。

回
答

本
件
は
議
会
の
承
認
を
得
て
手

続
き
を
行
っ
て
お
り
、
変
更
が
生
じ

た
場
合
、
議
会
承
認
が
必
要
だ
と
理

解
し
て
い
る
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
30
号

広
陵
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
（
第
３
期
）
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問

「
こ
ど
も
計
画
」
と
、「
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
と
の
関
係

性
や
違
い
に
つ
い
て
は
。

回
答

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
は
、
５
年
に
１
度
見
直
し
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
計

画
で
あ
る
。
本
計
画
は
、「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
支
援
計
画
」
な
ど
と
と
も

に
、来
年
度
作
成
す
る「
こ
ど
も
計
画
」

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

質
問

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
こ
の
計

画
に
紐
付
い
て
い
る
の
か
。

回
答

各
委
員
に
聞
い
た
意
見
を
精

査
し
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

子
育
て
支
援
に
対
し
て
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
た
が
、
今
回

は
子
ど
も
を
メ
イ
ン
で
応
援
す
る
形

で
作
成
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
32
号

馬
見
川
調
整
池
整
備
工

事
（
４
工
区
）
に
係
る
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

質
問

契
約
期
間
が
、
議
決
の
日
か
ら

令
和
7
年
8
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
短
期
間
に
思
う
が
工
期
は
こ

れ
で
大
丈
夫
な
の
か
。
ま
た
、
資
格

者
は
い
る
の
か
。

回
答

こ
の
工
事
は
、
土
を
掘
り
下

げ
て
地
盤
改
良
を
行
う
工
事
な
の
で
、

工
期
的
に
は
適
正
な
工
期
で
あ
る
。

ま
た
、
入
札
時
、
有
資
格
者
が
現
場

担
当
す
る
と
定
め
て
い
る
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
13
号

広
陵
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
14
号

広
陵
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
活
用

し
て
回
収
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
の

か
、
は
た
ま
た
広
域
施
設
に
て
回
収

さ
れ
た
方
が
有
利
な
の
か
、
そ
の
兼

ね
合
い
を
伺
い
た
い
。

回
答

広
域
施
設
に
持
っ
て
行
く
方
が

良
い
の
か
、
民
間
に
持
っ
て
行
っ
た

方
が
良
い
の
か
は
最
終
の
結
論
が
現

在
出
て
い
な
い
。
損
得
を
確
認
し
た

上
で
決
定
し
た
い
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
17
号

広
陵
町
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て
質
問

水
道
料
金
に
つ
い
て
、
当
初
は

現
行
よ
り
、
は
る
か
に
安
く
な
る
よ

う
な
話
を
聞
い
て
い
た
が
、
水
道
料

金
の
割
り
出
す
計
算
書
等
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

が
毎
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
に
変
更

と
な
る
こ
と
で
、
集
金
金
額
が
値
上

が
る
た
め
、
ク
レ
ー
ム
が
来
る
と
予

想
し
て
い
る
が
そ
の
あ
た
り
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

回
答

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
水
道

管
の
口
径
や
使
用
料
に
よ
っ
て
損
得

が
決
ま
る
。
原
則
と
し
て
５
年
間
は

値
上
が
り
し
な
い
。
原
則
は
隔
月
と

な
っ
て
い
る
が
、
例
外
規
定
の
通
達

が
な
く
、
ど
こ
ま
で
を
例
外
と
す
る

の
か
、
未
確
定
の
状
態
で
あ
る
。
本

部
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
18
号

広
陵
町
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
21
号

令
和
６
年
度
広
陵
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
31
号

奈
良
県
広
域
水
道
企
業

団
設
立
準
備
協
議
会
の
廃
止
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

厚
生
建
設
委
員
会
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一 般
質 問

議長　谷
た に

　禎
よ し

 一
か ず

坂口　友良　議員（１７ページ）
● 親の会フリースクールへの協力を
● 教員、支援スタッフ不足の手配は順調か
● 一貫した子育て支援体制はできたか

青木　義勝　議員（２５ページ）
● 中央公民館整備ＰＦＩアドバイザリー業務

吉村　眞弓美　議員（１９ページ）
● 広陵町の子ども・子育て支援について
● リユース制服でひとり親家庭を支援

八尾　春雄　議員（２７ページ）
● 大阪・関西万博について
● 核兵器禁止条約について
● 住民監査請求について

笹井　由明　議員（２１ページ）
● 中期財政計画について
● 高齢者単身世帯への支援のあり方について

千北　慎也　議員（２９ページ）
● 地域の住環境整備のためにもＴＮＲの推進を
●なりわいの自立へ
● 高齢者が独りにならない取組と居場所づくり

坂野　佳宏　議員（２３ページ）
● 空き家の税制改正について

一般質問を 3 月 7 日、10 日及び 11 日に行い
ました。

なお、質問内容及び答弁内容については、紙
面の都合上、要約掲載となっておりますので、
詳細につきましてはインターネット中継、また
は会議録をご覧ください。

会議録は、6 月上旬に町役場及び町施設のサー
ビスカウンターに配置し、広陵町ホームページ
にも掲載する予定です。

答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部次長
の発言を要約して掲載する場合に用
いています。

小原　薫　議員（１８ページ）
● 広陵元気号の運行
● 小・中学校体育館に空調設備の設置を
● 部活動地域移行検討委員会の進捗状況は

河野　伊津美　議員（２６ページ）
● ドローン導入について
● 地域学校協働活動について

岡本　晃隆　議員（２０ページ）
● 農家の現状と課題への対応

小西　栄枝　議員（２８ページ）
● 不登校支援について

山田　美津代　議員（２２ページ）
● アグロエコロジーで町内の農業発展検討を
● 農業センター建て替えは住民要望を重視して
● 学童や待機児童問題、西幼稚園跡地について

谷内　和昭　議員（２４ページ）
● 防災情報ネットワークについて
● 避難所の環境改善について
● 小中学校の体育館の冷暖房設備設置について
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教
育
長

今
回
立
ち
上
げ
る
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
が
町
内
に
あ
る
こ
と
を
最
大

限
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各

学
校
と
の
間
を
取
り
持
ち
、
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
う

な
ど
し
て
連
携
を
強
め
て
い
く
。

教
育
長

３
つ
の
小
学
校
で
休
職
し
た
教

員
の
補
充
が
で
き
ず
、
非
常
勤
講

師
を
配
置
し
て
い
る
。
別
室
登
校

支
援
ス
タ
ッ
フ
は
教
免
や
資
格
が

必
要
で
町
内
全
て
の
小
学
校
で
人

教
育
長

就
学
前
の
教
育
相
談
か
ら
、
就

学
後
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
担
当
が
中
心
と
な
り

相
談
す
る
。
子
ど
も
の
成
長
に
関

わ
っ
て
、
医
療
、
福
祉
等
、
情
報

の
共
有
を
図
り
、
支
援
計
画
を
作

成
し
な
が
ら
寄
り
添
い
連
携
し
て

い
く
。

員
配
置
の
め
ど
が
立
っ
た
。
学
童

に
つ
い
て
は
、
３
月
中
に
確
保
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

問

親
の
会
が
４
月
１
日
か
ら

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
始
す
る
。

義
務
教
育
期
間
中
は
教
育
委
員

会
が
責
任
を
持
っ
て
支
援
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ス
ク

ー
ル
は
教
育
機
会
確
保
法
に
基

づ
い
て
親
の
会
が
運
営
し
て
い

く
の
で
、
支
援
を
十
分
に
行
い
、

児
童
生
徒
の
願
い
に
応
え
て
ほ

し
い
が
考
え
は
ど
う
か
。

問

正
規
職
員
の
欠
員
が
続
い

た
り
、
４
月
か
ら
始
ま
る
別
室

登
校
支
援
ス
タ
ッ
フ
は
教
員
免

許
が
必
須
だ
が
採
用
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
特
別
支
援
教
育
の

支
援
ス
タ
ッ
フ
不
足
も
聞
く
が
、

特
別
支
援
教
免
所
有
者
は
少
な

い
が
対
応
は
。
学
童
も
４
月
か

ら
、
西
小
、
北
小
、
真
美
二
小

は
民
間
委
託
に
な
る
が
問
題
な

く
進
ん
で
い
る
か
。

問

こ
ど
も
課
が
教
育
委
員
会

所
属
に
な
り
、
保
護
者
か
ら
は

生
ま
れ
た
時
か
ら
気
軽
に
相
談

で
き
、
一
貫
し
た
支
援
体
制
を

希
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉

の
部
門
に
関
わ
る
子
ど
も
は
社

会
福
祉
課
が
担
当
す
る
が
教
育

の
面
で
も
不
安
が
あ
る
の
で
、
福

祉
部
門
と
の
連
携
も
必
要
で
あ

る
の
で
対
策
は
ど
う
か
。

坂
さ か

口
ぐ ち

　友
と も

良
よ し

親
の
会
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
へ
の
協
力
を

不登校支援

教
員
、
支
援
ス
タ
ッ

フ
不
足
の
手
配
は
順

調
か

学校教育

一
貫
し
た
子
育
て
支

援
体
制
は
で
き
た
か

子育て支援

広陵町不登校親の会が立ちあげた
フリースクールきらくるの開校式きらくる校内
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町
長

近
鉄
大
和
高
田
駅
か
ら
「
き
ぼ

う
号
」
に
乗
り
換
え
て
病
院
ま
で

行
く
こ
と
が
で
き
る
。
活
性
化
協

議
会
で
協
議
し
、
引
き
続
き
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
本
町
に
見
合
っ

た
公
共
交
通
の
構
築
を
目
指
す
。

教
育
長

空
調
設
備
を
設
置
す
る
に
は
、

断
熱
・
遮
熱
が
必
要
で
あ
り
、
３

月
下
旬
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
調

査
を
実
施
し
方
向
性
が
決
ま
っ
た

ら
補
助
金
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

く
。

教
育
長

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
運
営
を
基
本
に
検
討
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
ず
は

モ
デ
ル
と
し
、
卓
球
ク
ラ
ブ
の
支

援
を
し
て
い
く
。
今
後
、
生
徒
、

保
護
者
に
も
説
明
し
理
解
を
求
め

て
い
く
。
ま
た
、
他
の
部
活
動
に

つ
い
て
も
地
域
移
行
を
実
施
す
る

こ
と
で
部
活
動
が
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
努
め
る
。

問

広
陵
元
気
号
で
大
和
高
田

市
立
病
院
に
行
く
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
か
。
ま
た
、
困
難

な
ら
ば
国
保
中
央
病
院
ま
で
行

く
の
と
同
じ
く
、
の
る
ー
と
広

陵
元
気
号
で
市
民
病
院
ま
で
行

く
検
討
は
さ
れ
た
か
。

問

町
内
全
て
の
体
育
館
に
空

調
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
の
状

況
は
。

問

検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
、

ま
た
は
今
後
の
予
定
は
。

広
陵
元
気
号
の
運
行

公共交通

小
・
中
学
校
体
育
館

に
空
調
設
備
の
設
置

を

熱中症対策

部
活
動
地
域
移
行
検

討
委
員
会
の
進
捗
状

況
は

中学校

小
こ

原
は ら

　薫
かおる

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業

な
ぜ
箸
尾
駅
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
な
い
の
か

その他
の質問
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理
事
者

①�

ま
ず
は
、
地
域
に
ど
ん
な
人

材
が
い
る
の
か
を
調
べ
て
か

ら
、
役
場
と
情
報
を
共
有
し
、

連
携
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

②�

真
美
二
小
校
区
の
認
定
こ
ど

も
園
化
に
伴
い
、
真
美
ケ
丘

北
保
育
園
で
乳
児
枠
が
広
が

る
。
そ
こ
で
実
施
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
あ
る
別

の
保
育
園
で
も
同
じ
よ
う
に

で
き
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

③�

さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
２
階
の
授

乳
室
へ
の
表
記
追
加
を
検
討

す
る
。

④�

令
和
７
年
度
に
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

を
集
め
て
、
年
に
２
回
く
ら

い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

若
い
人
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
学
校
を
通
じ
て
の

情
報
発
信
、
子
ど
も
向
け
の

定
期
便
の
発
行
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

教
育
長

①�

町
内
の
中
学
校
に
お
い
て
卒

業
前
の
生
徒
を
対
象
に
、
制

服
の
寄
付
を
募
り
、
購
入
が

難
し
い
生
徒
な
ど
に
貸
与
す

る
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

②�

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
す

る
。

問①�

子
育
て
し
や
す
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
に
は
、
地
域
住

民
、
事
業
者
、
行
政
の
連
携

が
必
要
。

②�

以
前
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い

た
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

が
令
和
８
年
度
よ
り
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は

何
か
。

③�

妊
婦
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
授
乳
室
で
搾
乳
も

で
き
る
こ
と
へ
の
理
解
促
進

と
環
境
整
備
を
提
案
す
る
。

④�

こ
ど
も
計
画
策
定
に
お
け
る

子
ど
も
の
意
見
収
集
と
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
伺
う
。

問①�

学
生
服
は
比
較
的
高
額
で
あ

り
、
特
に
子
ど
も
が
成
長
す

る
に
つ
れ
て
頻
繁
に
買
い
替

え
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
と
っ

て
は
大
き
な
経
済
的
負
担
と

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
制

服
の
リ
ユ
ー
ス
支
援
に
つ
い

て
提
案
す
る
。

②�

小
学
校
へ
の
拡
大
と
、
提
供

側
・
受
け
取
り
側
の
要
望
を

聞
き
な
が
ら
今
あ
る
仕
組
み

を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
改
善

し
て
ほ
し
い
。

広
陵
町
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
つ
い

て

子育て

リ
ユ
ー
ス
制
服
で
ひ

と
り
親
家
庭
を
支
援

リユース

吉
よ し

村
む ら

 眞
ま ゆ み

弓美
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町
長

平
成
２
年
に
当
時
の
広
陵
町
農

業
協
同
組
合
が
、
ナ
ス
選
果
場
を

設
置
し
た
が
、
運
営
費
の
採
算
が

合
わ
な
く
な
り
操
業
停
止
と
な
っ

た
。ま
た
、共
同
選
果
グ
ル
ー
プ「
ち

ろ
り
ん
村
」
も
、
採
算
が
合
わ
な

く
な
り
操
業
停
止
と
な
っ
た
。
今

後
、
ナ
ス
の
収
穫
量
が
増
加
す
れ

ば
、
広
陵
農
業
経
済
セ
ン
タ
ー
や

地
域
農
業
関
係
組
織
と
協
力
し
て
、

出
荷
作
業
だ
け
で
な
く
、
作
業
の

効
率
化
を
検
討
し
て
い
く
。

町
長

担
い
手
の
高
齢
化
と
労
働
力
不

足
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
大
区

画
化
と
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上

げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
元
農
家
の
熱
意
と
団
結
が
必
要

で
あ
り
、
気
運
の
高
ま
っ
た
地
域

か
ら
、
奈
良
県
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
。

町
長

令
和
６
年
に
、
広
陵
町
地
域
再

生
協
議
会
主
催
で
、
新
品
種
の
小

麦
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
検
証

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
広
陵

町
産
の
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
を
給

食
に
提
供
で
き
な
い
か
と
の
提
案

が
あ
っ
た
が
、
給
食
に
提
供
す
る

た
め
に
は
安
定
し
た
収
穫
量
が
求

め
ら
れ
、
ま
た
加
工
工
程
に
つ
い

て
も
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

農
業
の
体
験
学
習
は
、
以
前
か

ら
町
内
農
家
の
協
力
に
よ
り
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
で
実
施
し

て
い
る
。
将
来
の
農
業
の
担
い
手

を
増
や
す
た
め
、
今
後
も
、
収
穫

体
験
や
見
学
だ
け
で
は
な
い
、
農

業
の
学
習
体
験
を
検
討
し
て
い
く
。

町
長

遊
休
農
地
を
再
生
し
、
農
地
を

有
効
利
用
す
る
た
め
の
取
組
と
し

て
、「
な
ら
農
地
有
効
活
用
地
域

ゾ
ー
ニ
ン
グ
推
進
事
業
」
が
あ
る
。

担
い
手
に
対
し
て
こ
の
事
業
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。
農
業
機
械
購

入
費
の
支
援
は
、
国
の
補
助
金
対

象
者
は
認
定
農
業
者
等
と
な
る
た

め
、
本
町
に
多
い
小
規
模
農
家
は

対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、

県
で
は
、
小
規
模
農
家
向
け
に
支

援
す
る
取
組
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
町
も
小
規
模
農
家
に
対
す
る
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

出
荷
効
率
の
向
上
の
た
め

に
選
果
場
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

問

百
済
川
向
地
区
以
外
で
も
、

圃
場
整
備
、
農
場
施
設
整
備
の

計
画
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問

生
産
物
の
活
用
と
農
業
体

験
の
推
進
を
。

問

遊
休
農
地
を
農
地
に
復
元

す
る
費
用
や
農
業
機
械
購
入
費

の
支
援
補
助
を
。

農
家
の
現
状
と
課
題

へ
の
対
応

農業政策

岡
お か

本
も と

　晃
て る

隆
た か
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町
長

現
在
作
成
中
の
、
令
和
７
年
度

か
ら
令
和
11
年
ま
で
の
地
方
税
に

お
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

約
１
億
円
程
度
の
減
収
と
な
り
、

う
ち
25
％
は
補
填
さ
れ
な
い
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
。

問

中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
財
政
運
営
の
根
幹
で
あ

る
町
税
等
の
自
主
財
源
と
補
助

金
等
依
存
財
源
が
一
定
の
水
準

で
推
移
す
る
収
入
と
義
務
的
経

費
や
投
資
的
経
費
の
支
出
と
の

均
衡
あ
る
計
画
の
策
定
が
急
が

れ
る
。
直
近
の
計
画
内
容
と
公

表
時
期
を
問
う
。

問

高
齢
者
単
身
世
帯
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
担
っ
て

い
く
の
か
、
認
識
を
問
う
。

中
期
財
政
計
画
に
つ

い
て

財政

高
齢
者
単
身
世
帯
へ

の
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て

高齢者福祉

一
方
、
大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、

中
央
公
民
館
の
整
備
、
リ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
跡
地
利
用
、
竹
取
公
園
再

整
備
及
び
教
育
施
設
再
編
等
多
く

行
政
需
要
の
中
で
優
先
順
位
を
付

け
て
対
応
す
る
。

ま
た
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て

も
、
扶
助
費
は
一
般
財
源
充
当
分

で
10
％
程
度
で
毎
年
増
加
し
、
公

債
費
は
、
山
辺
・
県
北
西
部
広
域

環
境
衛
生
組
合
建
設
負
担
金
の
起

債
償
還
が
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
、
高

い
水
準
で
推
移
す
る
も
の
と
考
え

る
。よ

っ
て
、
こ
の
５
か
年
の
予
算

規
模
は
、
毎
年
１
７
０
億
円
程
度

に
な
る
も
の
と
予
測
し
て
い
る

次
に
、
基
金
の
推
移
で
あ
る
が
、

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
や
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
な
ど
多
く
の
投

資
的
経
費
が
増
加
す
る
中
、
毎
年

１
億
程
度
の
公
共
施
設
等
整
備
基

金
へ
の
積
み
立
て
を
予
定
し
て
い

る
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和

５
年
度
で
６・
５
と
な
っ
て
お
り
、

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
負
担

金
に
起
因
す
る
公
債
費
の
増
加
に

よ
り
０・
６
程
度
が
上
昇
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率
の
推
移
に
つ
い

て
も
、
義
務
的
経
費
の
増
加
に
よ

り
上
昇
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

普
通
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
税
制
改
正
や
国
の
動
向
を

注
視
し
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

慎
重
に
試
算
を
行
う
。
以
上
、
示

し
て
き
た
通
り
、
作
成
中
の
中
期

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
議
会
報

告
後
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
公
表
す
る
。

笹
さ さ

井
い

　由
よ し

明
あ き

町
長

サ
ロ
ン
活
動
等
の
地
域
住
民
が

交
流
で
き
る
場
所
へ
の
支
援
や
連

携
強
化
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
。
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町
長

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
農
業
と

生
態
学
を
統
合
し
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
す
概
念
、
気
候
変
動
な

ど
の
被
害
が
多
く
な
り
本
町
で
も

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
業
に
つ

い
て
農
業
者
の
皆
様
と
協
議
を
行

い
取
組
を
検
討
す
る
。

町
長

区
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

話
し
合
い
を
経
て
今
後
の
利
用
を

考
え
て
平
屋
と
ま
と
め
た
も
の
で

住
民
の
要
望
と
か
け
離
れ
て
は
い

な
い
。
引
き
続
き
ご
意
見
を
調
整

し
な
が
ら
建
て
替
え
を
進
め
て
い

く
。

教
育
長

①�

２
月
に
説
明
会
し
て
心
配
の

声
は
無
か
っ
た
。研
修
も
行
う
。

②�

90
人
の
待
機
は
８
人
に
な
る

見
込
み
、
幼
稚
園
は
宅
地
開

発
が
進
み
想
定
よ
り
ニ
ー
ズ

が
多
か
っ
た
。

③�

赤
部
区
と
の
協
議
を
経
た
後
、

事
業
者
の
公
募
を
行
う
施
設

規
模
な
ど
詳
細
は
決
定
後
に

実
施
予
定
。

問

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い

う
生
態
系
を
生
か
す
農
業
に
日

本
の
農
業
を
守
り
発
展
し
て
い

く
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
現
在
の
大

規
模
農
業
に
対
し
て
小
規
模
家

族
農
業
に
転
換
し
な
け
れ
ば
食

糧
保
障
、
気
候
変
動
な
ど
の
問

題
に
対
応
で
き
な
く
な
る
。
ま

た
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
輸

入
を
や
め
農
家
の
所
得
を
増
や

し
後
継
者
不
足
な
ど
に
も
対
応

が
必
要
と
国
に
求
め
る
べ
き
。

問

広
瀬
区
の
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
建
て
替
え
基
本
計
画
案
は

住
民
の
避
難
所
が
欲
し
い
と
い

う
要
望
と
か
け
離
れ
た
平
屋
の

公
民
館
だ
っ
た
こ
と
で
住
民
が

不
安
を
覚
え
て
い
る
。

浸
水
予
想
1.1
ｍ
に
対
し
て
60
㎝

の
か
さ
上
げ
だ
け
で
安
心
の
確

保
が
で
き
な
い
、
一
時
避
難
所

と
い
う
が
愛
和
交
通
の
バ
ス
が

来
て
も
道
路
寸
断
さ
れ
た
ら
二

次
避
難
所
に
は
行
け
な
い
。

問①�

３
校
の
育
成
ク
ラ
ブ
が
民
営

（
株
式
会
社
）
に
な
る
こ
と
で

不
安
の
声
が
あ
る
そ
の
対
応

や
研
修
体
制
は
。

②�
保
育
所
待
機
児
童
が
90
名
か

ら
あ
り
畿
央
こ
ど
も
園
幼
稚

園
も
待
機
が
出
て
い
る
。
見

込
み
が
甘
か
っ
た
の
で
は
。

③�

跡
地
は
子
育
て
支
援
拠
点
と

し
て
募
集
す
る
と
い
う
総
合

政
策
課
と
子
ど
も
支
援
課
各

課
で
共
通
認
識
を
も
っ
て
募

集
し
て
ほ
し
い
。

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

で
町
内
の
農
業
発
展

検
討
を

農業

農
業
セ
ン
タ
ー
建
て

替
え
は
住
民
要
望
を

重
視
し
て

公共施設

学
童
や
待
機
児
童
問

題
、
西
幼
稚
園
跡
地

に
つ
い
て

子育て支援

山
や ま

田
だ

 美
み つ よ

津代

ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
…

ア
グ
ロ（
農
業
）と
エ
コ
ロ
ジ
ー（
生
態
学
）

の
２
語
を
合
わ
せ
た
造
語
、
直
訳
す
る
と

農
業
生
態
学
と
な
り
ま
す
。
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理
事
者

令
和
７
年
度
実
施
す
る
空
き
家

実
態
調
査
は
、
令
和
５
年
12
月
に

空
き
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
９
年
ぶ
り
の
調

査
と
な
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
空

き
家
の
所
在
、
そ
の
状
態
を
把
握

し
た
い
と
思
う
。

調
査
後
は
、
所
有
者
等
に
意
向

調
査
を
行
い
、
ど
の
空
き
家
か
ら

対
策
を
進
め
る
か
優
先
順
位
を
明

示
し
、
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
対
処
し
て
い
く
。

次
に
、
平
成
28
年
の
実
態
調
査

で
は
８
８
８
件
の
空
き
家
候
補
が

あ
り
、
精
査
後
２
０
６
件
の
空
家

に
対
し
、
調
査
を
続
け
、
現
在
76

件
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

提
案
い
た
だ
い
た
税
優
遇
の
廃

止
対
象
に
つ
い
て
は
、
定
義
は
明

確
で
あ
る
が
判
断
基
準
を
決
め
る

こ
と
が
難
し
い
と
考
え
る
。

区
画
整
理
地
の
農
地
利
用
と
合

わ
せ
て
検
討
し
、
決
定
次
第
示
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問

空
き
家
問
題
に
は
、
特
定

空
き
家
と
放
置
空
き
家
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

現
在
の
条
例
で
は
特
定
空
き
家

の
対
応
は
で
き
て
い
る
が
新
た

に
定
義
さ
れ
た
放
置
空
き
家
の

取
組
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
年
度
予
算
で
空
き
家
実
態
調

査
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
調
査

後
の
活
用
方
法
を
お
聞
き
し
た

い
。

国
の
法
改
正
に
よ
り
、
放
置
空

き
家
の
税
優
遇
を
廃
止
で
き
る

と
改
正
さ
れ
た
。
放
置
空
き
家

の
定
義
も
説
明
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
過
去
の
調
査
で
約
９
０
０

戸
の
空
き
家
を
把
握
さ
れ
て
お

り
、
ど
れ
位
の
減
少
が
あ
っ
た

の
か
を
教
え
て
ほ
し
い
。

提
案
と
し
て
、
一
定
年
を
経
過

し
た
空
き
家
に
対
し
、
税
優
遇

を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
区
画
整
理
地
の
畑
、
果

樹
園
の
税
優
遇
も
調
べ
た
上
で
、

税
の
正
常
化
に
努
め
て
ほ
し
い
。

空
き
家
の
税
制
改
正

に
つ
い
て

土地利用

坂
さ か

野
の

　佳
よ し

宏
ひ ろ
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理
事
者

職
員
が
県
が
定
め
た
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
所
要
の
デ
ー

タ
を
入
力
し
、
奈
良
県
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
内
で
共
有
さ
れ
る
情
報

が
住
民
の
皆
様
の
避
難
行
動
に
資

す
る
避
難
指
示
、
避
難
所
開
設
及

び
対
策
本
部
の
開
設
情
報
な
ど
を

報
道
機
関
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
端
末
な
ど
を
通
じ
て
、
皆
様

に
確
か
な
情
報
を
提
供
す
る
。

理
事
者

政
府
の
指
針
に
基
づ
き
、
避
難

所
に
お
い
て
避
難
者
の
健
康
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

近
隣
市
町
を
含
め
た
広
域
の
避
難

所
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
水
・
食
料
、

衛
生
用
品
、
可
搬
ト
イ
レ
等
、
避

難
所
で
必
要
と
な
る
物
資
に
関
し

て
備
蓄
及
び
調
達
の
充
実
を
進
め

る
。

理
事
者

今
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
る
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
や
、

様
々
な
事
例
を
参
考
に
、
早
期
に

整
備
可
能
な
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
設
備
設
置
手
法
等
に
つ
い
て
研

究
を
お
こ
な
い
２
年
後
の
設
置
を

目
指
す
。

理
事
者

政
府
か
ら
示
さ
れ
た
「
在
宅
・ 

車
中
泊
避
難
者
等
の
支
援
の
手
引

き
」
に
基
づ
き
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
作
成
に
着
手
す
る
。

問

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
等
の
避
難
情

報
等
を
近
隣
自
治
体
と
情
報
共

有
に
関
す
る
取
り
決
め
及
び
、
奈

良
県
と
本
町
と
の
間
で
ど
の
よ

う
な
取
り
決
め
と
な
っ
て
い
る

か
を
問
う
。

問

避
難
所
の
運
営
指
針
に
ス

フ
ィ
ア
基
準
が
取
り
入
れ
ら
れ

避
難
所
の
環
境
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
。
避
難
所
に
お
け
る
ト

イ
レ
基
準
の
あ
り
方
及
び
基
準

数
、
20
人
に
１
基
と
す
る
取
組

に
つ
い
て
問
う
。

問

学
校
体
育
館
は
子
ど
も
達

の
教
育
の
場
で
あ
り
、
災
害
時

に
は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
担
う
。
国
で
は
、

２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
で
学

校
体
育
館
の
空
調
設
備
を
整
備

す
る
た
め
の
特
例
交
付
金
が
新

設
さ
れ
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
本
町
の
小
中
学
校
全
て
の

体
育
館
に
空
調
設
備
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
意
し
て
は
ど
う
か

を
問
う
。

問

在
宅
避
難
者
、
車
中
避
難

者
等
へ
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

問
う
。

防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て

防災

避
難
所
の
環
境
改
善

に
つ
い
て

防災

小
中
学
校
の
体
育
館

の
冷
暖
房
設
備
設
置

に
つ
い
て

学校教育

谷
た に

内
う ち

　和
か ず

昭
あ き

ス
フ
ィ
ア
基
準
と
は
…

災
害
や
紛
争
な
ど
の
人
道
支
援
の
現
場
で

遵
守
さ
れ
る
べ
き
、
最
低
基
準
を
定
め
た

国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。
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町
長

①�
使
用
者
と
協
議
し
て
対
応
。
職

員
と
関
係
者
は
提
案
の
対
応
で
。

②�
令
和
７
年
度
実
施
予
定
の
行
政

で
気
付
か
な
い
、
民
間
と
市
場

調
査
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
に
向

け
、
様
々
な
情
報
条
件
を
整
理

し
、
周
辺
イ
ン
フ
ラ
調
査
や
、

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
作
成
実
施
す

る
。
育
成
ク
ラ
ブ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
の
分
析
を
行
い
、

諸
室
機
能
や
利
用
希
望
の
確
認

を
し
て
今
後
そ
れ
を
基
に
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
を
作
成
し
再
度
利
用

者
に
意
見
照
会
を
行
う
予
定
。

③�

優
先
交
渉
権
者
は
学
校
法
人
東

洋
大
学
で
あ
る
。
経
緯
は
公
募

で
二
者
で
一
者
辞
退
で
応
募
一

者
の
提
案
内
容
を
外
部
委
員
と

共
に
、
質
問
表
題
の
業
務
委
託

審
査
会
で
審
査
を
受
け
、
結
果
、

国
庫
補
助
金
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
東
洋
大
学
の
提
案
が
効

果
的
と
判
断
し
、
本
年
２
月
４

日
に
契
約
し
た
。
そ
し
て
令
和

６
年
度
民
間
資
金
活
用
調
査
補

助
金
７
２
７
万
円
の
交
付
決
定

の
通
知
が
あ
っ
た
。

④�

令
和
９
年
度
供
用
開
始
。
工
事

業
者
の
募
集
を
本
年
９
月
予
定
。

令
和
８
年
２
月
業
者
決
定
を
。

詳
細
協
議
の
後
、
工
事
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
周
知
す
る
。

⑤�

約
８
億
円
を
想
定
。

問

当
事
業
予
算
と
附
帯
決
議

に
賛
成
し
た
責
任
が
あ
り
、
は

し
お
元
気
村
の
説
明
会
で
中
央

公
民
館
老
朽
等
で
令
和
９
年
閉

館
予
定
で
、
は
し
お
元
気
村
に

機
能
移
転
し
て
、
多
目
的
ホ
ー

ル
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
席
数

も
２
０
０
以
上
と
し
高
度
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
可
能
と
し
、
現
講

座
と
公
民
館
育
成
ク
ラ
ブ
の
使

用
可
能
と
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
を
採
用
し
民
間
機
関
と
連

携
し
て
将
来
持
続
可
能
な
施
設

と
す
る
た
め
、
と
あ
り
、
賛
成

し
た
。
２
月
の
議
会
報
告
会
で

テ
ー
マ
の
議
題
で
懸
念
の
説
明

も
あ
っ
た
の
で
以
下
問
う
。

①�

現
講
座
と
公
民
館
育
成
ク
ラ

ブ
教
室
と
駐
車
場
の
確
保
は

可
能
か
。
職
員
と
関
係
者
は

北
体
育
館
駐
車
場
で
対
応
を
。

②�

取
組
の
現
況

③�

委
託
先
と
そ
れ
に
至
っ
た
経

緯
と
根
拠
は
。

④�

供
用
開
始
期
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
至
る
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
町
民
へ

の
周
知

⑤�

は
し
お
元
気
村
の
改
修
費
は
。

中
央
公
民
館
整
備
Ｐ

Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務

中央公民館

青
あ お

木
き

　義
よ し

勝
か つ
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町
長

ド
ロ
ー
ン
の
重
要
性
や
将
来
性

を
認
識
。
一
般
の
方
が
農
薬
散
布

で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
。

土
木
分
野
な
ど
で
現
場
の
空
撮

委
託
を
し
て
い
る
。

①�

消
防
団
員
を
対
象
に
、
技
能

証
明
書
取
得
に
特
別
交
付
金

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
消

防
団
と
協
議
す
る
。

②�

直
接
的
な
導
入
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
専
門
業
者
に
委

託
す
る
。

③�

民
間
ド
ロ
ー
ン
事
業
者
と
協

定
締
結
後
、
実
用
性
を
高
め

る
過
程
で
必
要
性
も
含
め
検

討
す
る
。

理
事
者

町
が
主
体
で
ド
ロ
ー
ン
チ
ー
ム

を
結
成
す
る
運
用
体
制
作
り
は
、

現
状
の
町
の
状
態
で
は
、
現
実
性

が
薄
い
。

緊
急
時
上
空
か
ら
災
害
の
実
情

を
視
す
る
発
想
を
持
つ
、
人
材
の

確
保
が
優
先
。
部
署
を
越
え
て
人

材
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
。

理
事
者

土
木
構
造
物
の
点
検
は
、
盛
ん

に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
が

非
常
に
高
い
し
、
専
門
業
者
は
最

新
機
器
を
導
入
し
て
い
る
。

技
師
と
し
て
は
使
い
た
い
が
、

コ
ス
ト
低
下
を
願
っ
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
で
の
３
D
ス
キ
ャ
ン

測
量
デ
ー
タ
を
ス
ト
ッ
ク
し
た
い
。

教
育
長

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
各
校
に
１
名
ず

つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
る
。

①�

全
学
校
で
、
登
下
校
の
見
守

り
・
環
境
整
備
活
動
・
授
業

支
援
を
実
施
。

②�

件
数
は
少
な
い
が
、
学
校
と

し
て
地
域
の
清
掃
活
動
参
加

の
事
例
が
あ
る
。

③�

校
区
内
の
大
字
・
自
治
会
か

ら
行
事
周
知
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
、
協
力
し
て
い
る
。

④�

学
校
か
ら
は
参
加
を
積
極
的

に
促
し
て
い
な
い
が
、
地
元

か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
生
徒
に

周
知
可
能
。

問

防
災
・
イ
ン
フ
ラ
点
検
・
農

業
支
援
・
環
境
監
視
に
お
い
て
、

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
ド
ロ
ー

ン
導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

①�

操
縦
者
資
格
の
支
援
は
。

②�

ど
の
分
野
か
ら
導
入
で
き
る
か
。

③�

町
民
と
協
働
す
る
チ
ー
ム
を
編

成
す
る
考
え
は
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
＝
地

域
学
校
協
働
活
動
と
取
ら
れ
が
ち
。

地
域
と
学
校
の
信
頼
関
係
構
築
が

課
題
。

①�

真
美
一
小
以
外
の
事
例
は
。

②�

学
校
側
が
地
域
活
動
に
参
加
し

て
い
る
事
例
は
あ
る
か
。

③�

児
童
生
徒
、
保
護
者
に
地
域
活

動
の
紹
介
は
し
て
い
る
か
。

④�

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
活
動

に
生
徒
が
積
極
的
に
参
画
す
る

場
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

ド
ロ
ー
ン
導
入
に
つ

い
て

まちづくり

地
域
学
校
協
働
活
動

に
つ
い
て

教育・子育て

河
こ う

野
の

 伊
い つ み

津美
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理
事
者

監
査
委
員
に
提
出
さ
れ
た
請
求

書
は
把
握
し
て
い
な
い
。
こ
の
問

題
で
は
議
会
に
意
見
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
と
言
っ
た
の
に
回
答
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
機
能
移
転
案

を
提
示
し
た
も
の
だ
。
４
月
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
こ
の
問
題
で
の
説

明
を
終
わ
り
に
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
引
き
続
き
利
用
者
な
ど
関
係

者
と
話
し
合
う
予
定
だ
。

理
事
者

下
見
は
４
月
と
８
月
に
な
る
。

事
故
発
生
の
場
合
、
教
育
委
員
会

と
学
校
長
が
責
任
を
負
う
。

町
長

核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平
和
な

世
界
の
実
現
に
向
け
て
町
と
し
て

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
を

進
め
る
。

問

小
学
校
５
校
・
中
学
校
２

校
が
遠
足
で
出
か
け
る
申
し
込

み
を
し
た
と
の
こ
と
だ
が
下
見

は
し
た
か
、
懸
念
材
料
は
払
拭

で
き
た
か
。
万
一
事
故
が
発
生

し
た
場
合
は
誰
が
責
任
を
と
る

の
か
。

問

日
本
被
団
協(

日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会)

に
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
広

陵
町
議
会
は
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
我
が
国
も
参
加
す
る
こ
と

を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
採
択

し
て
い
る
。
広
陵
町
長
も
参
加

す
る
平
和
首
長
会
議
で
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め

る
国
へ
の
要
望
を
本
年
１
月
に

発
し
て
い
る
。
被
爆
者
の
サ
ー

ロ
節
子
さ
ん
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
し
な
い
国
に
対
し

て
「
は
ら
わ
た
が
煮
え
く
り
返

る
」
と
痛
烈
な
声
を
上
げ
て
お

ら
れ
る
。
町
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

問

２
月
20
日
４
名
の
住
民
が

中
央
公
民
館
の
こ
と
で
監
査
請

求
を
行
い
受
理
さ
れ
た
。
町
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

公
民
館
条
例
で
「
公
民
館
を
設

置
す
る
」
こ
と
を
定
め
て
い
る

の
に
、
公
民
館
を
廃
止
し
機
能

再
編
で
進
め
よ
う
と
す
る
の
は

条
例
違
反
で
は
な
い
か
。
未
執

行
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
い
っ

た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
住
民
の
声

を
十
分
に
把
握
し
て
か
ら
対
応

す
べ
き
だ
。
紛
糾
し
た
11
月
の

説
明
会
か
ら
５
か
月
を
経
過
し

て
２
回
目
の
説
明
会
と
は
今
ま

で
町
は
何
を
し
て
い
た
の
か
。

大
阪
・
関
西
万
博
に

つ
い
て

学校教育

核
兵
器
禁
止
条
約
に

つ
い
て

平和

住
民
監
査
請
求
に
つ

い
て

社会教育

八
や つ

尾
お

　春
は る

雄
お



広陵町議会だより　129 号

28

理
事
者

一
目
で
分
か
り
や
す
い
も
の
は

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
の
で

進
め
て
行
き
た
い
。

教
育
長

中
学
校
で
は
す
で
に
別
室
教
室

教
育
長

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

理
事
者

今
も
、
か
ぐ
や
ち
ゃ
ん
教
室
な

ど
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
関
わ
り
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら

と
思
う
。

教
育
長

本
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
給

食
を
食
べ
る
こ
と
は
可
能
。
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
運
ん
で
来
て
も
ら
う
な

ど
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
関
わ
り
も

持
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

が
独
自
に
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

小
学
校
で
は
ク
ラ
ス
担
任
制
の
た

め
独
自
運
営
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
今
回
、
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
各
小
学
校
に
開
設

し
、
小
学
校
で
の
不
登
校
支
援
を

強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
登
校

ま
た
は
不
登
校
傾
向
の
児
童
が
登

校
し
た
際
に
、
教
室
以
外
に
登
校

可
能
な
場
所
と
し
て
空
き
教
室
等

を
活
用
し
、
登
校
や
学
級
復
帰
等
、

当
該
児
童
が
社
会
と
の
繋
が
り
を

持
て
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
。
セ
ン
タ
ー

の
支
援
員
は
教
員
免
許
等
の
有
資

格
者
を
任
用
す
る
予
定
。
人
員
配

置
は
一
定
の
目
途
が
立
っ
て
お
り
、

利
用
条
件
は
不
登
校
ま
た
は
、
不

登
校
傾
向
で
登
校
し
た
児
童
が
、

教
室
に
入
れ
な
い
、
ま
た
は
一
時

的
に
避
難
・
安
心
で
き
る
場
所
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

問

不
登
校
支
援
に
関
す
る
情

報
提
供
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
紙

面
で
一
覧
で
分
か
り
や
す
く
提

供
し
て
ほ
し
い
。

問

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基

本
理
念
・
設
置
目
的
、
設
置
場
所
、

人
員
の
採
用
条
件
、
人
員
確
保

の
状
況
、
児
童
生
徒
の
利
用
条

件
に
つ
い
て
。

問

教
室
で
、
み
ん
な
が
受
け

て
い
る
授
業
を
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
を
使
い
、
同
時
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
受
け
ら
れ
る
か
。

問

配
置
ス
タ
ッ
フ
は
１
名
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
畿
央
大
学
の
教
育
学
部

の
学
生
に
力
を
借
り
て
み
て
は

ど
う
か
。

問

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
給

食
を
食
べ
る
こ
と
は
可
能
か
。

不
登
校
支
援
に
つ
い

て

教育

小
こ

西
に し

　栄
さ か

枝
え

広陵町の児童・
生徒も利用できる
大和高田市
教育支援ルーム
（かたらい教室）
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理
事
者

六
道
山
区
・
弁
財
天
区
か
ら
申

請
が
あ
り
計
10
頭
に
実
施
。

理
事
者

最
近
は
最
後
ま
で
面
倒
を
み
る

覚
悟
で
エ
サ
を
与
え
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

理
事
者

登
録
済
の
市
町
村
を
参
考
に
検

討
す
る
。

理
事
者

町
か
ら
は
、
６
事
業
約
１
億�

２
，
０
０
０
万
円
を
委
託
。
売
上

の
大
半
が
広
陵
町
か
ら
の
受
託
と

推
察
。
理
事
の
選
任
、
定
款
の
変

更
等
が
決
議
で
き
る
社
員
総
会
の

議
決
権
は
代
表
社
員
の
広
陵
町
長

が
２
個
、
商
工
会
長
が
１
個
。

理
事
者

ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
や
現
役
世
代
の

巻
き
込
み
、
大
学
と
の
さ
ら
な
る

連
携
を
検
討
す
る
。

理
事
者

地
域
公
共
交
通
の
見
直
し
等
に

合
わ
せ
、
連
携
を
と
っ
て
い
く
。

問

町
は
エ
サ
や
り
自
粛
を
呼

び
掛
け
て
い
る
が
、
環
境
省
や

ど
う
ぶ
つ
基
金
の
基
準
に
照
ら

す
と
、
適
切
な
給
餌
や
ト
イ
レ

管
理
と
Ｔ
Ｎ
Ｒ
の
推
進
が
効
果

的
で
は
。

問

猫
は
１
年
で
３
回
出
産
し
、

１
回
に
５
頭
ほ
ど
の
子
猫
を
生

む
た
め
、
適
切
に
去
勢
を
し
な

い
と
、
野
良
猫
の
増
加
や
、
多

頭
飼
育
崩
壊
に
つ
な
が
る
。
地

域
環
境
を
守
り
、
皆
が
気
持
ち

よ
く
生
活
す
る
に
は
Ｔ
Ｎ
Ｒ
の

推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

年
度
の
町
内
で
の
実
施
状
況
は
。

問

多
頭
飼
育
崩
壊
へ
の
対
応

の
た
め
、
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
行

政
枠
に
登
録
す
べ
き
で
は
。

問

な
り
わ
い
の
町
業
務
の
受

託
状
況
や
意
思
決
定
の
仕
組
み
は
。

問

広
陵
町
で
も
高
齢
化
率
、
独

居
数
が
増
え
て
お
り
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
や
居
場
所
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
る
。
元
気
な
う
ち
か
ら
参

加
し
や
す
い
居
場
所
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
。
そ
し
て
、
持
続
可

能
な
居
場
所
づ
く
り
に
は
、
サ
ロ

ン
や
認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
進
め
、
現
役

世
代
や
地
元
の
畿
央
大
学
と
の

さ
ら
な
る
連
携
が
重
要
で
は
。

問

地
域
の
居
場
所
や
社
会
資

源
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
の
た
め
、

総
合
政
策
課
と
も
連
携
を
取
り

つ
つ
進
め
て
欲
し
い
。

問

な
り
わ
い
は
よ
り
町
へ
依

存
し
て
お
り
、
自
立
か
ら
遠
の

い
て
い
る
の
で
は
。
広
陵
町
が

実
質
的
に
意
思
決
定
を
行
え
る

状
態
で
あ
り
、
改
善
が
必
要
と

考
え
る
。

地
域
の
住
環
境
整
備

の
た
め
に
も
Ｔ
Ｎ
Ｒ

の
推
進
を

地域猫

な
り
わ
い
の
自
立
へ

なりわい

高
齢
者
が
独
り
に
な

ら
な
い
取
組
と
居
場

所
づ
く
り

高齢者福祉

千
ち

北
ぎ た

　慎
し ん

也
や



５
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
１
回
臨
時
会

21
日　
全
員
協
議
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
常
任
委
員
長
会

28
日　
国
保
中
央
病
院
組
合
議
会

４
日　
第
１
回
定
例
会
（
初
日
）

７
日　
第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

10
日　
第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

11
日　
第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

13
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

17
・
18
日

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　
第
１
回
定
例
会
（
最
終
日
）

３
日　
第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

10
日　
第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

15
日　
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

30
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町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
２
9

３
月
定
例
会

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
７
年
5
月
１
日

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

笹
井　

由
明

副
委
員
長　

谷
内　

和
昭

委　
　

員　

河
野　

伊
津
美

委　
　

員　

八
尾　

春
雄

委　
　

員　

坂
口　

友
良

委　
　

員　

小
西　

栄
枝

広陵町ホームページ
https://www.town.koryo.nara.jp

議
会
日
誌

２
月

３
月

４
月

　

年
度
末
・
年
度
初
め
は
別
れ
と
出
会

い
の
季
節
で
す
。
今
回
の
議
会
だ
よ
り

が
、
任
期
中
初
年
度
の
最
終
号
に
な
り

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
２
０
２
５
年
４
月
は
合
併
に
よ

り
広
陵
町
誕
生
か
ら
70
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
議
会
も
同
様
に
70
年
の
節

目
で
す
が
、
議
会
だ
よ
り
そ
の
も
の
は

１
９
９
３
年
創
刊
か
ら
33
年
経
過
し
ま

し
た
。
前
年
の
町
長
選
挙
で
7
名
の
立

候
補
で
「
当
選
者
な
し
」
と
い
う
前
代

未
聞
の
事
態
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

議
会
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て

住
民
の
声
を
届
け
、
町
政
に
対
す
る
政

策
提
言
や
町
政
を
監
視
す
る
役
割
を
引

き
続
き
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議会からのお願い
議会だより取材のため、腕章を着用した議員または
事務局員が写真撮影に伺うことがございます。その
際は、どうかご理解とご協力をお願いいたします。


